
― 222 ―

印
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七
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成
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〇
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十
二
月

『
悟
性
論
』
の
成
立
に
つ
い
て

―
「
心
」
の
解
釈
を
中
心
と
し
て

―

通
　
　
　
　
　
　
　
　
然

一
　
は
じ
め
に

周
知
の
通
り
、『
菩
提
達
磨
悟
性
論
』（
以
下
『
悟
性
論
』）
は
、
達
摩

の
著
作
と
し
て
円
珍
（
八
一
四
―
八
九
一
）
に
よ
っ
て
日
本
に
将
来
さ
れ

（『
大
正
』
五
五
、
一
〇
九
五
頁
上
）、『
達
磨
大
師
三
論
』
や
『
少
室
六
門
』

に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
一
般
に
は
達
摩
の
真
撰
で
は
な
く
、
中
唐
期

に
禅
宗
の
中
の
あ
る
一
派
が
、
自
ら
の
思
想
や
禅
法
を
達
摩
の
正
系
と

し
て
宣
揚
す
る
た
め
、
初
祖
達
摩
の
名
に
仮
託
し
て
撰
述
し
た
も
の
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
本
書
は
初
期
禅
宗
思
想
の
発
展

を
考
え
る
上
で
、
極
め
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。

し
か
し
、『
悟
性
論
』
に
関
す
る
研
究
は
必
ず
し
も
十
分
で
は
な
い
。

管
見
の
及
ぶ
限
り
で
は
、
常
盤
﹇
一
九
三
三
﹈
と
柳
田
﹇
一
九
八
五
﹈

の
も
の
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
常
盤
氏
は
『
悟
性
論
』
は
思
想
の
上
に

お
い
て
『
六
祖
壇
経
』
よ
り
も
一
層
円
熟
し
、
南
宗
禅
の
完
成
思
想
が

表
現
さ
れ
た
も
の
と
指
摘
し
て
い
る
。
一
方
、
柳
田
氏
は
『
悟
性
論
』

が
北
宗
禅
の
再
編
と
共
に
成
立
し
た
と
し
、
そ
れ
を
神
秀
・
普
寂
系
に

帰
さ
れ
る
『
観
心
論
』
と
馬
祖
直
前
と
見
ら
れ
る
『
血
脈
論
』
の
間
に

位
置
付
け
て
い
る
が
、
両
氏
は
い
ず
れ
も
そ
の
内
容
に
つ
い
て
充
分
に

は
論
じ
て
お
ら
ず
、
今
な
お
不
明
瞭
な
部
分
が
多
く
残
っ
て
お
り
、

『
悟
性
論
』
が
北
宗
に
よ
る
テ
キ
ス
ト
か
、
南
宗
に
よ
る
テ
キ
ス
ト
か

を
断
言
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
本
論
で
は
研
究
の
一
環

と
し
て
『
悟
性
論
』
に
お
け
る
「
心
」
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
、『
悟
性

論
』
と
『
二
入
四
行
論
長
巻
子
』『
観
心
論
』
と
の
密
接
な
関
係
を
指

摘
し
、
そ
の
成
立
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

二
　『
悟
性
論
』
と
『
二
入
四
行
論
長
巻
子
』
と
の
関
連

『
悟
性
論
』
の
内
容
を
概
観
す
れ
ば
、
ひ
た
す
ら
「
心
」
の
問
題
を

追
求
し
て
お
り
、
例
え
ば
「
三
界
の
生
滅
」
や
「
仏
道
を
求
め
る
こ

と
」「
八
万
四
千
の
法
門
」
な
ど
は
、
全
て
「
心
」
に
よ
る
と
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
で
は
、『
悟
性
論
』
に
お
け
る
「
心
」
は
、
い
っ
た

い
ど
う
理
解
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
が
、
次
の
よ
う
に
定

義
さ
れ
て
い
る
。
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凡
言
一
法（
心
）者
、似
破
瓦
石
竹
木
無
情
之
物
。若
知
心
是
假
名
、無
有
實
體
、即

知
自
家
之
心
、亦
是
非
有
、亦
是
非
無
。何
以
故
。凡
夫
一
向
生
心
名
爲
有
、小
乘

一
向
滅
心
名
爲
無
、菩
薩
與
佛
未
曾
生
心
、未
曾
滅
心
、名
爲
非
有
非
無
心
。非
有

非
無
心
、此
名
爲
中
道
。 

（
椎
名
﹇
一
九
七
七
﹈、一
九
〇
―
一
九
一
頁
）

こ
こ
で
は
、
ま
ず
「
心
」
が
仮
名
で
あ
り
、
実
体
が
な
い
と
説
き
、

「
心
」
を
凡
夫
の
「
有
心
」、
小
乗
の
「
無
心
」、
菩
薩
と
仏
の
「
非
有

非
無
心
」
と
い
う
三
種
に
分
け
、
非
有
非
無
心
を
「
中
道
」
と
も
呼
ん

で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
心
の
捉
え
方
は
、『
二
入
四
行
論
長
巻
子
』（
以

下
『
長
巻
子
』）
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

問
、何
名
一
切
法
非
有
非
無
。答
、心
體
無
體
是
法
體
。心
非
色
故
非
有
、用
而
不

廢
故
非
無
。復
次
、用
而
常
空
故
非
有
、空
而
常
用
故
非
無
。復
次
、無
自
性
故
非

有
、從
緣
起
故
非
無
。凡
夫
住
有
、小
乘
住
無
、菩
薩
不
住
有
無
、是
自
心
計
妄
想
。

 

（
柳
田
﹇
一
九
六
九
﹈、一
八
八
頁
）

『
長
巻
子
』
で
は
、
心
が
一
切
法
の
根
本
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
前

提
と
し
て
、
心
の
体
が
無
体
で
あ
る
と
論
じ
て
お
り
、
そ
れ
が
非
有
非

無
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。『
悟
性
論
』
に
「
知
心
是
假
名
、
無
有
實

體
」
と
あ
る
の
は
、『
長
巻
子
』
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
『
長
巻

子
』
で
、
凡
夫
の
心
は
有
の
世
界
に
と
ど
ま
り
、
小
乗
の
心
は
無
の
世

界
に
と
ど
ま
り
、
菩
薩
の
心
は
有
に
も
無
に
も
と
ど
ま
ら
ぬ
と
説
い
て

い
る
の
は
、
右
に
引
い
た
『
悟
性
論
』
と
、
全
く
同
じ
認
識
に
立
っ
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
じ
用
例
は
、『
長
巻
子
』
の

第
六
十
七
段
に
も
見
ら
れ
る
（
柳
田
﹇
一
九
六
九
﹈、
二
三
五
頁
）。
更
に
、

『
悟
性
論
』
の
撰
者
が
『
長
巻
子
』
を
意
識
し
て
い
る
箇
所
を
、
他
に

も
指
摘
で
き
る
（
柳
田
﹇
一
九
八
五
﹈、
二
七
〇
―
二
七
一
頁
）。
こ
の
よ
う

に
、『
悟
性
論
』
に
お
け
る
『
長
巻
子
』
重
視
の
傾
向
が
知
ら
れ
る
。

三
　『
悟
性
論
』
と
『
観
心
論
』
と
の
関
連

『
悟
性
論
』
は
、「
心
」
と
そ
の
捉
え
方
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
説

い
て
い
る
。
こ
れ
は
『
悟
性
論
』
の
思
想
を
理
解
す
る
上
で
も
、
最
も

重
要
な
主
張
で
あ
る
。

無
妄
想
時
、一
心
是
一
佛
國
。有
妄
想
時
、一
心
是
一
地
獄
。衆
生
造
作
妄
想
、以

心
生
心
、故
常
在
地
獄
。菩
薩
觀
察
妄
想
、不
以
心
生
心
、常
在
佛
國
…
若
一
念
心

起
、則
有
善
惡
二
業
、有
天
堂
地
獄
。若
一
念
心
不
起
、即
無
善
惡
二
業
、亦
無
天

堂
地
獄
…
心
中
有
三
毒
者
、是
名
國
土
穢
惡
。心
中
無
三
毒
者
、是
名
國
土
清
淨

…
不
淨
穢
惡
者
、即
無
明
三
毒
是
。諸
佛
世
尊
、即
清
淨
覺
悟
心
是
。  

 

（
椎
名
﹇
一
九
七
七
﹈、一
九
二
頁
）

こ
こ
で
と
り
わ
け
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
心
」
を
「
無
明
三
毒
の
心
」

と
「
清
浄
覚
悟
の
心
」
と
の
二
つ
に
分
け
て
い
る
点
で
あ
る
。『
悟
性

論
』
は
、
衆
生
は
「
妄
想
の
有
無
」「
心
の
起
動
」
に
よ
っ
て
仏
国
と

地
獄
の
差
別
が
生
ず
る
と
す
る
。
思
想
と
し
て
は
『
維
摩
経
』
や
『
起

信
論
』
の
取
意
と
見
て
さ
し
つ
か
え
な
い
が
、
禅
宗
の
場
合
か
ら
考
え

る
と
、
北
宗
文
献
で
あ
る
『
観
心
論
』
の
方
が
近
い
で
あ
ろ
う
。
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問
、云
何
觀
心
稱
之
爲
了
。答
、菩
薩
摩
訶
薩
、行
深
般
若
波
羅
蜜
多
時
、了
四
大

五
陰
本
空
無
我
、了
見
自
心
起
用
有
二
種
差
別
。云
何
爲
二
。一
者
淨
心
、二
者
染

心
…
淨
心
恆
樂
善
因
、染
體
常
思
惡
業
。若
眞
如
自
覺
、不
受
所
染
、則
稱
之
爲

聖
、遂
能
遠
離
諸
苦
、證
涅
槃
樂
。若
隨
染
心
造
業
、受
其
纏
縛
、則
名
之
爲
凡
、於

是
沉
淪
三
界
、受
種
種
苦
。 

（
椎
名
﹇
一
九
七
七
﹈、
一
九
七
頁
）

つ
ま
り
、「
心
」
に
は
「
浄
心
」
と
「
染
心
」
が
あ
り
、
前
者
は
善

因
、
後
者
は
悪
業
を
起
こ
す
と
い
う
。
そ
し
て
、
真
如
の
浄
心
を
自
覚

し
、
染
心
に
そ
ま
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
聖
者
で
あ
り
、
諸
々
の
苦
を
離

れ
て
涅
槃
の
楽
を
得
る
が
、
無
明
の
染
心
に
従
っ
て
悪
業
を
造
れ
ば
、

本
来
の
浄
心
が
覆
わ
れ
て
凡
夫
と
な
っ
て
し
ま
い
、
三
界
輪
廻
の
苦
を

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。『
悟
性
論
』
が
こ
う
し
た
思
想
を
受
け
て

い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、『
悟
性
論
』
に
は
、「
迷
」
と
「
悟
」
の
問
題
を
扱
っ
た
箇
所

が
多
い
。
こ
れ
ら
を
ま
と
め
れ
ば
、
次
の
如
く
で
あ
る
（
引
用
箇
所
は
、

椎
名
﹇
一
九
七
七
﹈
の
頁
数
と
行
数
で
示
す
）。

①「
凡
將
心
求
法
者
爲
迷
、不
將
心
求
法
者
爲
悟
」（
一
九
〇
・
七
）

②「
迷
時
有
此
岸
、若
悟
時
無
此
岸
」（
一
九
〇
・
九
）

③ 「
煩
惱
名
衆
生
、悟
解
名
菩
提
、亦
不
一
不
異
、亦
隔
其
迷
悟
耳
。迷
時
有
世
間

可
出
、悟
時
無
世
間
可
出
」（
一
九
〇
・
一
一
―
一
二
）

④ 「
迷
時
有
罪
、解
時
無
罪
。何
以
故
。罪
性
空
故
。若
迷
時
無
罪
見
罪
、若
解
時

即
無
罪
」（
一
九
一
・
一
八
―
一
九
）

⑤ 「
迷
時
六
識
五
蘊
、皆
是
煩
惱
生
死
法
。悟
時
六
識
五
蘊
、皆
是
涅
槃
無
生
死

法
。脩
道
人
不
外
求
道
。何
以
故
。知
心
是
道
」（
一
九
一
・
二
一
―
二
二
）

⑥「
迷
時
有
佛
有
法
、悟
時
無
佛
無
法
」（
一
九
二
・
一
）

⑦「
迷
悟
異
境
故
、有
衆
生
菩
提
二
名
矣
」（
一
九
三
・
一
六
―
一
七
）

⑧「
若
迷
時
佛
度
衆
生
、若
悟
時
衆
生
度
佛
」（
一
九
三
・
二
一
）

こ
れ
ら
の
内
容
は
、
す
べ
て
「
迷
」
と
「
悟
」
の
関
係
を
示
す
も
の

で
あ
る
。
即
ち
、「
迷
」
で
あ
れ
「
悟
」
で
あ
れ
、
一
切
の
法
は
心
に

よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
理

論
の
展
開
は
、『
観
心
論
』
が
「
心
」
を
「
浄
心
」
と
「
染
心
」
の
両

面
か
ら
捉
え
た
こ
と
に
基
づ
く
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
外
、『
悟
性
論
』

が
『
観
心
論
』
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
、
次
の
二

つ
の
文
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

①「
貪
爲
欲
界
、瞋
爲
色
界
、
癡
爲
無
色
界
」（
一
九
〇
・
一
八
―
一
九
）

② 「
天
女
於
十
二
季
中
求
女
相
、了
不
可
得
。即
知
於
十
二
季
中
求
男
相
亦
不
可

得
。十
二
年
者
、即
十
二
入
是
也
」（
一
九
三
・
六
―
七
）

①
の
三
界
を
三
毒
と
対
応
さ
せ
る
こ
と
は
、『
観
心
論
』
に
も
見
ら

れ
る
。
②
は
『
観
心
論
』
に
見
出
せ
な
い
が
、
②
と
同
じ
く
付
会
的
解

釈
に
よ
っ
て
仏
教
の
概
念
を
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
「
心
観

釈
」
に
主
眼
が
置
か
れ
る
の
は
、
北
宗
禅
の
特
徴
で
あ
る
。
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四
　『
悟
性
論
』
の
成
立
に
つ
い
て

『
悟
性
論
』
の
成
立
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
前
に
論
じ

た
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
『
悟
性
論
』
が
「
心
」
に
対
し
て
、「
有
」

「
無
」「
非
有
非
無
」
や
「
浄
」「
染
」
と
解
釈
す
る
こ
と
は
、『
長
巻
子
』

『
観
心
論
』
と
い
っ
た
初
期
の
禅
文
献
を
前
提
と
し
て
成
立
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
は
、『
悟
性
論
』
が

依
拠
し
た
文
献
に
つ
い
て
十
分
に
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た

し
、
ま
し
て
、
そ
れ
ら
の
文
献
が
依
用
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
は
ま
っ

た
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
は
い
な
い
。

『
悟
性
論
』
の
撰
者
は
、
本
書
を
「
達
磨
大
師
悟
性
論
」
と
題
し
て

「
達
摩
」
の
名
を
冠
し
て
お
り
、
ま
た
、
禅
の
原
思
想
を
伝
え
る
『
長

巻
子
』
を
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
自
ら
の
思
想
や
禅
法
を
達
摩
の
正

系
と
位
置
付
け
よ
う
と
す
る
意
図
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

う
し
た
点
は
偶
然
で
は
な
く
、
恐
ら
く
神
会
の
北
宗
批
判
と
関
係
す
る

も
の
で
あ
ろ
う
。『
悟
性
論
』
が
『
観
心
論
』
で
示
さ
れ
る
「
浄
心
」

と
「
染
心
」
を
思
想
基
盤
と
し
て
お
り
、
ま
た
、
両
書
は
流
伝
の
過
程

に
お
い
て
も
元
来
連
写
さ
れ
、
セ
ッ
ト
と
し
て
伝
持
さ
れ
て
い
た
。
更

に
、『
悟
性
論
』
に
は
『
観
心
論
』
以
外
に
、
同
じ
く
北
宗
禅
文
献
と

さ
れ
る
『
禅
門
経
』
か
ら
の
引
用
も
見
ら
れ
る
が
、『
禅
門
経
』
は
北

宗
禅
の
思
想
を
権
威
づ
け
る
た
め
、
仏
説
の
形
で
編
集
さ
れ
た
も
の
と

さ
れ
て
い
る
（
柳
田
﹇
一
九
六
一
﹈、
八
六
九
―
八
八
二
頁
）。
こ
れ
ら
の
諸

点
か
ら
、『
悟
性
論
』
は
、
北
宗
禅
で
撰
述
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能

性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
論
述
に
よ
っ
て
、
恐
ら
く
は
、
神
会
の
北
宗
批
判
（
八
世
紀

中
葉
）
か
ら
円
珍
の
日
本
将
来
（
九
世
紀
初
頭
）
に
か
け
て
の
あ
る
時
期

に
北
宗
禅
内
で
編
ま
れ
た
の
が
、
こ
の
『
悟
性
論
』
で
あ
っ
た
と
考
え

て
大
過
な
い
は
ず
で
あ
る
が
、
今
後
の
課
題
と
し
て
、『
悟
性
論
』
を

北
宗
禅
文
献
と
詳
細
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
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本
研
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平
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十
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教
学
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会
に
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研
究
助
成
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